




研究目的 

 神経芽細胞腫(以下NB)は昭和50年の本邦統計によると,小児悪性固形腫瘍のうちで最多

発症数が認められている。この腫瘍には 2つの特色がある。それは 1)乳児期に発見できれ

ば予後は良好のことが多く,治癒が期待できること,2)functional tumor と呼ばれるよう

にカテコラミン産生腫瘍で,約75%症例が尿中にその中間代謝産物のVMAを排出することで

ある。この尿中 VMA の測定が一般検査室レベルで実施可能となるにおよんで,本腫瘍早期発

見のための集団検診の適応性が叫ばれてきた。 

 すでに 10 万人以上の検診をみた京都市,あるいは名古屋市などの実績によると,患者の

発見率は 10,000～20,000 検体に 1の割合と考えられ,従来よりはるかに高頻度であること

が分った。したがって,このマス・スクリー二ングは「小児がん」という不幸な疾患を治癒

に導くものとしてきわめて有意義である。 

 東京都世田谷区においても,世田谷保健所より NBの集団検診のための尿中 VMAテストの

依頼があり,国立小児病院検査室で昭和 56 年 5 月より行ってきた。地域的には狭いが 58

年 1 月までの 20 ヵ月間の実状を報告する。 


